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先日、第一子出産後も仕事を継続する女性の割合は
53.1%と発表が新聞に掲載されていました。裏を返せば、
47.9％が出産後仕事を継続していない、もしくは、できて
いないということ。

この半数は「活躍できていない」と捉えるべきなので
しょうか。

横浜市のデータによると、市内で就労していない母親
のうち、就労したいと思っている人の割合は74.5%。特に、
週３日勤務を希望する方が48.5%とほぼ半数、また、一日
の希望就労時間は４～５時間が63.4%と、週３日、４～５
時間勤務を希望する方が多いことが見てとれます。しか
し実際には、その勤務体系では保育園に入る要件（月16
日かつ１日４時間以上）に満たず、最初から保育園に入
ること（＝働くこと）をあきらめている方も多いのが現
状です。そもそもそのような体系で募集している職種も
限られている中、『働きたいけど、働けない』方が非常に
多くいるという状況が見えてきます。
「女性活躍」という視点に立った時、まずはこの、①『働

きたいけど、働けない』障壁をどのように取り払ってい
くか（マイナスをゼロに）という視点を考えなければな
らないのはもちろんですが、私は更に②いかに「当事者」
として社会に関われるか、という視点が重要だと考えま
す。それぞれが当事者として様々な角度から地域に関わ
ることで、地域が豊かになり、より一層「活躍」する場
を生み出す好循環が生まれる（ゼロからプラスへ）と考
えるからです。

「こまちカフェ」
我々ＮＰＯ法人こまちぷらすでは、孤立しない子育て

の環境をつくるため、情報発信事業やウェルカムベビー
プロジェクトといった子育てを歓迎する文化を醸成する
プロジェクトの運営に加え、「こまちカフェ」という居場
所を運営しています。

ここでは、この「こまちカフェ」という居場所での取
り組みの紹介を通して、①の視点のもと、いかに多様な
働き方を受け入れていくかという点、②の視点のもと、
どのような仕掛けが必要かをお伝えしたいと思います。

「働き続けられる」場づくり
　こまちカフェは2012年３月に開始し、2014年５月に

現店舗戸塚駅西口に移転しました。短時間で勤務するス
タッフとたくさんのボランティアの皆さまでワークシェ
アリングをしながら働いており、週３、１日４時間勤務
というのはまさに多くの人が望んでいる仕事のスタイル
であることは実際に肌で感じられます。うまくまわれば
理想ですが、そのためには、長時間入るスタッフの過度
な負担の軽減、全員のシフトが重なる日がほぼないため
コミュニケーションがおろそかになりがちであること等、
課題が尽きることはありません。

そのため、月に１回は必ず、お店を閉めて全員で理念

共有や情報共有・研修する時間を作ることにしています。
またＳＮＳを使って部門内や部門横断のプロジェクトの
情報共有も密に行っています。今ではミスがあったとき
には、即日問題の洗い出しがされ翌日には再発防止策の
報告がされるようになりました。「多様な働き方」という
言葉は美しくきれいなのですが、多様であるが故の難し
さも多々あります。ワークシェアリングにおいては小難
しいノウハウ以上に、企業であってもＮＰＯであっても
話せる風土や土壌づくりが何より重要だと感じます。

「活躍できる」場づくりへ
こまちカフェは様々な「当事者」が多く集まっている

場でもあります。当事者はその分野のみに囚われがちと
いう指摘もありますが、制度やサービスが取りこぼして
いる細やかなニーズを捉えていてそれをそのまま事業に
していく原動力をもっています。我々の事業の中でも「聞
こえないママ×まちプロジェクト」「えんがわ（認知症カ
フェ）」「でこぼこの会（障がいをもつ親の会）」「haco+

（てづくり小物の販売事業）」等の主なプロジェクトは、
すべて当事者発案運営によるものです。公共的な制度や
サービスが拡充されていくと、汎用性の高い形で一般化
されていき、結果、多くの人にとってどの制度どのサー
ビスも自分のニーズにぴったり合わないということが生
じてきます。昔であれば互いに助け合って解決してきた
ことが制度化することでかえってその細やかなところに
手が届かなくなります。当事者が「今必要だ」と思った
ことを当事者自ら仲間に呼びかけかたちにしていくこと
で、助け合いの小さなクラスターが大きな力となること
を日々実感しているところです。

そこで自分たちの住むまちを考える「当事者」として、
企業の方、行政の方、支援者らと同じテーブルを囲み議
論できるフューチャーセッションという場を最近設けて
います。

カフェのようにふらっと入り、思いを語ることができ、
受け止められ、それを応援してくれる人が見つかる場、
また、ちょっとつまずいたときにアドバイスやネットワー
クの紹介をしあえる場があれば、誰もが「当事者」とし
て社会の課題解決をし続けられる可能性を感じています。

おわりに
我々は、あくまでも一当事者である方々が、その事業

の芽を大事に育てることができるか、我々もどのように
疲弊することなく伴走をしつづけられるかを現在課題と
して取り組んでいます。

このように当事者が地域のあちこちで身の回りのネッ
トワークを豊かにしていくことができれば、地域の豊か
な声かけや支え合いにつながると信じ、また、それが結
果的に女性が活躍できている社会になっているのではな
いかと思っています。

「こまちカフェ」の実践を通した働き方、創造的な場づくり
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